
平成２７年度　海陽町まち・ひとしごと創生総合戦略事業

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業検証結果一覧表

指　標 目標値 実績値 達成度

概
要

県及び県南部の５市町（阿南市、那賀町、美波町、牟岐
町、海陽町）が『「四国の右下」若者創生協議会』を設置
し、サテライトオフィスの誘致拡大と移住・定住・起業支援
を行う事業

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に非常に効果的であったため、地方創
生加速化交付金を活用して、取組の追加等更
に発展させる。

概
要

県南部圏域を対象に大学の授業や公開講座、大学との共
同研究などを行う事業

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に非常に効果的であったため、引き続
き事業を実施する。

概
要

「海陽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の調査と、計画
策定に係る事業

設置世帯数 200世帯 22世帯 11.0%

設置世帯率 4.2% 0.5% 11.9%

工務店等の経済効果 4,000千円 512千円 12.8%

概
要

町有遊休施設を改修し、本町に移住。定住・起業を希望す
る者に対するサポート事業の実施

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に非常に効果的であったため、地方創
生加速化交付金を活用して、取組の追加等更
に発展させる。

概
要

中・高校生を対象に、最新ＩＴ技術を学び取得してもらうた
めに、キャンプ（合宿）形式にて実施

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に非常に効果的であったため、地方創
生加速化交付金を活用して更に発展させ、継続
的な事業を行う。

概
要

外部専門家を招き、経営手法や販路開拓方法・地域コミュ
ニティの形成等を学び、地域のリーダーとして活躍できる
人材の育成・支援を行う事業

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に相当程度効果的であったため、地
方創生加速化交付金を活用して、取組の追加
等更に発展させる。

概
要

町内での商品開発、地域活性化イベント開催や起業な
ど、町民が自ら考え、積極的に活動する先進的な取組に
対する補助を行う事業

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に非常に効果的であったため、地方創
生加速化交付金を活用して、取組の追加等更
に発展させる。

概
要

一次産業に携わる新規就労者を受け入れた雇用主等に
対し、雇用者の人件費について、1/2以内（月額10万円以
内）を助成する事業

意
見

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを達成しており、有効な取組と認める。

補
足

地方創生に相当程度効果的であったため、地
方創生加速化交付金を活用して、取組の追加
等更に発展させる。

空き家情報の整備戸数 20戸 6戸 30.0%

基礎交付

72.0%36件50件空き家状況調査件数

310.0%62人20人移住定住者数8,048,0299,526,467

基礎交付

205.0%41人20人プログラム参加者数2,174,5792,174,579基礎交付

70.0%14人20人地域リーダー認定者数1,218,7101,218,710

2,149,000基礎交付

120.0%6件5件新規取り組み事業数4,996,0004,996,000基礎交付

基礎交付

542,000

1,911,8371,911,837
上乗せ交付
（タイプⅡ）

80.0%4人5人新規担い手確保人数2,149,000

980.0%49人5人
海陽町移住交流センター
等の斡旋による転入者数
（45歳以下）

1,000,0001,000,000

基礎交付

133.0%133人100人事業による来町者数400,000400,000基礎交付

－－－－6,404,4006,404,400

事業の継続総合戦略のKPI達成に有効であった

地方創生に効果的であったため、地方創生推
進交付金を活用して、取組の追加等更に発展さ
せる。

総合戦略に基づき実施されているが、指標とし
たKPIを下回っている。事業として、有効な取組
であるが、周知等を強化した事業の実施方法等
の検討が必要。

地方創生に効果的であったため、地方創生加
速化交付金を活用して、継続的に事業を行うと
ともに、地方創生推進交付金を活用して、取組
の追加等更に発展させる。

総合戦略に基づき実施されており、指標とした
KPIを少し下回ってはいるものの必要な施策で
あり、空き家活用のニーズは非常に高いと思う。
将来性は見込める為、有効な取組である。

意
見

意
見

補
足

補
足

総合戦略のKPI達成に有効であった

追加等更に発展させる総合戦略のKPI達成に有効であった

追加等更に発展させる総合戦略のKPI達成に有効であった

事業の継続総合戦略のKPI達成に有効であった
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 「四国の右下」若者創生事業
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 中・高校生向けＩＴプログラミングキャンプ

 まちづくり人材育成事業

 海陽町ふるさと創造戦略補助金による支援

 みらいの担い手育成事業

 空き家バンク等住宅情報等の提供体制整備事業
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 県南地域づくりキャンパス事業

 「海陽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定事業

 家具固定専門員派遣事業

 移住定住起業支援事業

重要業績評価指標 （KPI）
交付金充当額事業実績額交付金区分事　業　名　（事業概要） 今後の方針海陽町地方創生会議の評価

概
要

空き家に対する活用意向調査と家屋調査を行い、移住・
定住者向けの住宅情報を整備する事業

総合戦略のKPI達成に有効であった 追加等更に発展させる

概
要

地域の防災力強化の一環として、地震時に転倒する恐れ
のある家具の固定を推進する事業

542,000基礎交付

追加等更に発展させる総合戦略のKPI達成に有効であった

追加等更に発展させる総合戦略のKPI達成に有効であった

追加等更に発展させる総合戦略のKPI達成に有効であった

追加等更に発展させる


